青明舎　　フェイスシート

平成20年2月25日　担当：原　佳伸　

	登　録　者
	氏　名　　冨田　紀子　　様　　　　　　男・女　　　昭和20年2月11日生（63歳）

	
	〒039－1104　　住　所　八戸市田面木赤坂40－16　　GHあおぞら　　電話　0178-23-4189

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	無し

	
	発症時期
	昭和52年頃
	罹 患 期 間
	約29年

	
	入院回数
	5回
	延べ入院年数
	約6年11ヶ月

	医療機関
	　　　青南病院病院（主治医　安ヶ平Dr）
	外来受診日
	2週1回（木曜日）

	医療区分
	生活保護
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	0円
	精神保健福祉手帳

２級

	経済状況
	年金
	障害基礎年金2級（6.5万円）

	
	生活保護
	生活保護（月額3.3万円）

	障害程度区分
	
	負担上限月額
	0円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　　うみねこ幸房　　

	住まいの場
	　　GHあおぞら

	登録年月日
	H11年9月1日
	身長
	156cm
	体重
	49kg

	最終学歴
	八戸高等美容学校　卒業
	免許・資格
	美容師免許

	職　歴
	美容師（昭和36年～昭和46年）、スナック（姉の店の手伝い）
	

	保　護　者
	氏名　　冨田　美代子    様　　　続柄　　　長姉　　　　　（同居　・否）

	利用目的

生活で困ったときの相談場所

	入院・治療歴

1 昭和52年10月～昭和53年6月　　三沢聖心会病院　　　　入院

2 昭和54年3月～昭和55年5月　　青南病院　　　　　　　 入院

3 昭和56年6月～昭和57年12月　　青南病院　　　　　　　入院

4 昭和63年11月～平成元年2月　　青南病院　　　　　　　 入院

5 平成5年7月～平成9年4月　　　青南病院　　　　　　　 入院

6 平成9年4月～現在　　　　　　　青南病院　　　　　　　 通院

	生活歴

八戸市湊町に同胞3名の末子として出生。美容師の母の影響により中学卒業後、市内の美容学校に進学し、卒業後は実家の美容院で働く。昭和37年9月上京し、美容師として働きながら美容学校の研究科に進学。半年で卒業し、東京で美容師として働く。昭和46年結婚し主婦業に専念。昭和47年に男児を出産するが、昭和49年に離婚。子供は夫が引取り、本人は帰八。母親と暮し始めるが、昭和50年頃から表情の硬さが見られ、外をぼんやり徘徊したり、不眠、また静かな場所でも「周囲がうるさい」と感じ、幻聴や被害関係妄想が出現。昭和52年10月より、幻聴、妄想等の症状再燃もあり、5回の入退院を繰り返す。5回目の入院中（北病棟）、平成8年8月より、就労訓練のため、うみねこ幸房へ通所開始となる。平成9年4月、青南病院退院後は、青山荘へ入所。青山荘へ入所後は、単身生活のため、食事・調理等の生活技術や、対人関係（共同生活）の関わり方について身につける。平成11年8月、青山荘退所後は、グループホームあおぞら入所。

	家族構成
	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

父は本人が幼少の頃に結核で亡くなっている。母は平成10年に亡くなっている。

保護者は長女の美代子氏。次女は三沢市に住んでいるがここ何年も会っていないとの事。


平成20年2月25日（月）原　佳伸

	氏　名
	冨田　紀子　様
	男・女
	生年月日
	　昭和20年2月11日　（63歳）


	長期目標（中期・短期）

	・平日は青明舎に通う。


	これまでの経過　　（前回評価日H19年11月19日）

	前回問題点：突発的に被害的な発言を他者へ振り、トラブルを招くことがある。

　　　　　：服薬管理について。

【生活状況】

自室は週に1度掃除を行い、室内は整理整頓されている。表面的には社交的に見えるが、他者から注意されたり、指摘された事に対しては、理解や受け入れが難しく、自分の主張を通そうとすることがある。また、突発的に他入所者に対し「私のお金を取ったでしょ」「私の部屋に入ったでしょ」等、被害的な発言を振ることがある。職員訪問時、突然、貯金通帳からお金を引きおとされたと話しだし、話しを聞くと昔の事だけど…と一方的に話すこともある。食事はよこまちストアーでお惣菜や野菜を購入しＧＨで食事を摂取している。特に赤飯、天ぷら等は他入居者からも好評で時々入居者へ振る舞っている。
【現在の様子】

4月からうみねこ幸房が新体系移行にともない対象者から外れることとなる。今後については「青明舎に行く」というだけで具体的に何をするのか話し合っていない。2月18の青明舎訪問時に面談し、青明舎で幸房で行っていた作業（縫い物）を行う事にしている。活動時間は10時頃～15時まで、外来・訪問看護は木曜日（隔週）で終わり次第、青明舎に来て活動することにしている。訪問看護は幸房で行っていたが、今後はＧＨで行うことになっている。青明舎来所後は縫い物（赤ちゃん人形）を行っている。作った後はどうするのかを尋ねると「幸房へ持っていく。結構売れるからいいのよ。」と話している。また、青明舎で販売できないことは本人へ伝えている。本人より、「月曜日青明舎を閉めるんだったら月曜日はデイケアへ行きたい」と本人より相談がある。下館SGMへ相談し、その日の内にデイケアを見学している。今後については2月25日（月）にデイケア体験利用し、良ければ月曜日はデイケア通所となる予定である。
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土曜日

日曜日

デイケア予定

青明舎訪問

青明舎
青明舎
外来・訪問看護

青明舎
青明舎
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	支援内容
	介入の仕方
	支援期間

	①日中の活動について。

	・青明舎で日中の活動を行う。（縫い物・編み物）

・食事はこれまで通り青明舎食事サービスを利用。

・デイケア利用の検討

（現在は体験利用し、良ければ月曜日はデイケアを利用する予定。最終的には平日の活動はデイケアへ通所出来るようにする。）

・自己中心的な行動

（突然、デイケアへ行き中を見て帰るという事があった。）責任感のない行動に対しては、周りが迷惑している事を伝え、後で面談を通して自分の行為を振り返って頂く。
	2ヶ月






本人








美代子氏（保護者）








三沢市在住








